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企 画 趣 旨

世界文化遺産「神宿る島」沖ノ島は、島全体が信仰の対象であり、航海

の安全を祈って、国家的な祭祀が営まれた歴史を持ちます。しかし近年、

豊かな漁場が広がる島の周辺海域に膨大な量のごみが流れ込み、漁業や生

態系を脅かす要因になっています。海洋ごみの問題は、地球規模の課題で

あると同時に、それぞれの地域で住民主体の息の長い取り組みが欠かせま

せん。そのためには、次世代を担う子どもたちがこの問題を「自分ごと」

として捉え、解決に向けた取り組みを考える環境が必要です。

海を守ろうむなかた実行委員会は、“世界遺産の海で考える”をキーワー

ドに、地球規模の環境問題について宗像の地で考え、発信することを活動

の目的とし、青少年の各年代に教育的なプログラムを導入しています。こ

のプログラムで育む子どもたちの海への思いが地域に広がり、地域の「自

分ごと」となれば、海はもっと美しくなると信じます。

宗像大社の鳥居、玄海灘の海、朝

日の3つを表現。朝日の輝きが海

面から鳥居へと筋を描く「光の参

道」から、明るく楽しい教室とい

う思いをシンプルに親しみやすい

ロゴにまとめています。
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―海の豊かさを知る体験イベント—

「むなかたSDGs教室」
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実 施 概 要

◼ イベント名 むなかたSDGs教室

◼ 日時 2024年8月18日(日)9:00-17:00

◼ 会場 福岡県立少年自然の家「玄海の家」（宗像市神湊1276番地）

◼ 主催 海を守ろうむなかた実行委員会（宗像市、読売新聞西部本社、福岡県立少年自然の家「玄海の家」）

◼ 協力 宗像漁業協同組合、(一社)シーソンズ、宗像市教育委員会、むなかた大学のまち協議会、

(一社)アースプロジェクト福岡、(株)ミエタ

◼ 参加者 宗像市周辺地域の小学生4～6年生46名(応募72名)、学生ボランティア30名(応募40名)

◼ 実施内容 ①海の恵み体験 ：魚さばき体験と調理

②ビーチクリーン ：マイクロプラごみ回収とアクセサリー作り

③世界遺産セミナー：海の世界遺産「沖ノ島」について学ぶ

◼ 参加方法 ◎ツール ：web応募フォームにて必要事項を記入。応募多数のため抽選

◎期間 ：7月1日(月)～31日(水)

◎告知 ：チラシ20,000部配布（朝刊、小学校等）、WEBサイト掲出、宗像市広報
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海 の 恵 み 体 験

一般社団法人シーソンズ、宗像漁業協同組合神湊支所講師

内容 生きたアジを生け簀から捕まえて締めるところから、内臓の処理、竹串に刺して焼き上げるところまで体験。最初

は恐る恐る触れていた子どもたちもすぐに慣れ、見守り役の学生ボランティアと一緒に作業を進めました。ぷっく

り肉厚なアジが焼き上がると、漁協のみなさんが用意してくれたイカの煮物、あおさの味噌汁もテーブルに並べて

美味しくいただきました。子どもたちは「自分でさばいたから、いつもより美味しい」とすっかり平らげました。
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ビ ー チ ク リ ー ン と ア ク セ サ リ ー 作 り

講師

内容

一般社団法人シーソンズ

「マイクロプラスチックごみは海岸にたくさんある」とシーソンズ代表の権田さんから説明を受けて、実際に海岸

に出てみると「あれも、これも」とマイクロプラスチックごみだらけ。ザルを使って砂を落とすと、外国語表記の

ごみが多くあり、海外からの漂着ごみが多いことが分かります。拾ってきた色合いもさまざまなマイクロプラス

チックごみを使い、子どもたちはオリジナルキーホルダー作りにも取り組み、個性溢れる作品が完成しました。
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世 界 遺 産 セ ミ ナ ー

講師

内容

宗像市世界遺産課 岡崇氏、株式会社ミエタ 島川竜也氏

このセミナーは、講義形式をとらずに、子どもたちが主体的に考え、発言し、学びを深める構成。講師陣は、身近

に世界遺産があることや、歴史の楽しさ、課題への気づきを参加者に投げかけます。盛んな交易が宗像に貴重な宝

物を残したこと、海洋航海安全の役割を沖ノ島が担ったことなどをグループワークを通じて深めていきました。子

どもたちは、1,500年続く歴史を目の当たりにして驚きをみせていました。
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ア ン ケ ー ト （ 小 学 生 ）
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イベント内容は100%が高い満足度で、海への興味関心度も85％以上が前向きに変化しました。
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ア ン ケ ー ト （ 学 生 ボ ラ ン テ ィ ア ） ＜イベント前（学生ボランティア）＞（回答者数27人）
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ア ン ケ ー ト （ 学 生 ボ ラ ン テ ィ ア ） ＜イベント後（学生ボランティア）＞（回答者数22人）

小学生の視点に合わせた体験が多く、若返ったような気分でした。魚捌き体験では、子供達が上手く捌けていて驚きでした。味も美味
しく、命の尊さを実感しながら完食することができました。マイクロプラスチックが無数に落ちていて、海ゴミ問題は深刻であると感
じました。キーホルダー作りなどで有効活用しながらゴミの問題を考えられるのは良い取り組みだと感じました。

小学生は、とても仲良くしてくれて、最初は緊張していた子が、帰る時にはまたねと言ってくれたのでボランティアに参加して良かっ
たと思いました。また来年があれば参加したいと思っています。本当にありがとうございました。

ボランティアとして小学生のサポートをしたというより一緒に楽しんで話して成長できたという印象でした。すごく充実な時間だった
のでまた参加しようと思いました。また、スタッフの方が小学生や自分たちのために一生懸命教えたり準備、片付けをしている姿を間
近で見ることができて小学生にとってより一層いい経験になったと思いました

このイベントで初めてのチャレンジが多かったので、自身の成長にも繋がったと思います。子どもが小さい頃から、環境や地元の歴史
などに触れられるこのような機会があるのは、生活を見直すきっかけにもなると思いました。楽しそうに話してくれたことから、小学
生やボランティアの学生にとっても、今日の一日の出来事は思い出深いものになったのではないかと実感しています。今日の経験を通
して、環境や歴史についてもさらに興味を持つことができました。関心を持つことで海の生き物のためにも配慮をできるようになり、
地元のことを深く知り、地元愛も大きくなるのではないかと思いました。

〈
自
由
記
述
抜
粋
〉
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イ ベ ン ト 告 知 と メ デ ィ ア 掲 出

A 4チラシ

発行部数：20,000部

宗像市内小学校 4,000部

宗像市役所内 1,000部

少年自然の家「玄海の家」 500部

福岡市科学館 3,000部

読売新聞朝刊折込 7,100部

読売KODOMO新聞折込 3,000部

読売新聞西部本社1階 1,400部

公式サイト

「ささっとー」

(読売新聞ニュースサイト)

・7月1日掲出開始

宗像市リリース

西日本新聞社
朝日新聞社西部本社
毎日新聞社
読売新聞社
NHK福岡放送局
九州朝日放送
RKB毎日放送
テレビ西日本
福岡放送(FBS)
ラブエフエム国際放送
TVQ ほか

宗像市S N S
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イ ベ ン ト 告 知 と メ デ ィ ア 掲 出

新聞

読売新聞地域版 7月4日付朝刊

西日本新聞地域版

7月26日付朝刊

ラジオ

KBCラジオ「めぐみのスタジオ」

・7月27日(土)9:15～9:25

W E Bメディア

ラブエフエム「天神サイト」

・7月8日掲出開始

海と日本PROJECT inふくおか

（RKBオンライン併載）

・7月2日掲出開始
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イ ベ ン ト 報 告 と メ デ ィ ア 掲 出

公式サイト

「ささっとー」

(読売新聞ニュースサイト)

・8月18日掲出開始

新聞

読売新聞地域版 8月20日付朝刊

W E Bメディア

むなかたボランティアシステム

(宗像市ボランティアセンターサイト)

・8月27日掲出開始

海と日本PROJECT inふくおか

・8月27日掲出開始

※動画やその他成果物は別紙報告書に記載
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参 加 者 配 布

Ｔシャツ イベントに参加した小学生及び高校生・大学生のボランティアには、ロゴマークをデザインしたオリジナルTシャツ

を配布し、イベント中に着用してもらいました。終了後には、記念品として各自持ち帰り。

フロント・バックにそれぞれ海と日本プロジェクト・むなかたSDGs教室のロゴマークをデザイン

＜小学生用＞ ＜学生ボランティア・スタッフ用＞
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参 加 者 配 布

修了証 イベントに参加した小学生及び高校生・大学生のボランティアには、それぞれ修了証書・ボランティア活動証明書を

発行しました。

＜修了証書（小学生に配布）＞ ＜活動証明書（学生ボランティアに配布）＞ ＜修了証（学生記者に配布）＞
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―イベントの模様を学生がレポート―

「ささっとー学生記者」
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◼ 企画名 ささっとー学生記者

◼ 日時 ①記者講座 2024年8月7日(日)9:00-17:00

②イベント取材 2024年8月18日(日)9:00-17:00

③原稿執筆·校正 2024年9月～10月

◼ 場所 読売新聞西部本社（福岡市中央区赤坂1-16-5）、福岡県立少年自然の家「玄海の家」（宗像市神湊1276番地）

◼ 主催 海を守ろうむなかた実行委員会

◼ 協力 (一社)アースプロジェクト福岡

◼ 参加者 福岡市内大学生1名

※応募4名のうち3名を採用。記者講座当日1名が欠席し、またイベント取材日も1名の欠席があったため通しての参加は1名

◼ 実施内容 ①参加者募集 ：アースプロジェクト福岡LINEグループを通じ登録学生に募集案内

②記者講座 ：記者およびカメラマンによる取材と執筆の指導

③イベント取材 ：記者およびカメラマンの同伴による取材現場指導

④原稿執筆·校正 ：原稿執筆と校正の指導やり取り

⑤WEB公開 ：ニュースサイト「ささっとー」への記事公開

アースプロジェクト福岡LINEグループへの配信

実 施 概 要
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記 者 講 座

講師

内容

読売新聞西部本社 記者 高橋淳夫氏、カメラマン 大野博昭氏

8月7日読売新聞西部本社にて記者講座を開催しました。大学生2名が出席（1名欠席）し、午前の取材記事執筆講

座、午後の写真撮影講座を受講。取材の心得や、記事の基本構造、撮影技法などを1日を通して学び、8月18日の

「むなかたSDGs教室」取材に向けて準備をしました。
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イ ベ ン ト 取 材

講師

内容

読売新聞西部本社 記者 岡村耕正氏、カメラマン 大野博昭氏

8月18日「むなかたSDGs教室」のイベントの模様を学生記者が取材、記者とカメラマンが同伴し、講師や参加者

へのインタビューなどサポートしました。参加した学生記者は、ひと夏の経験で成長していく子どもたちの姿を目

の当たりにするとともに、環境問題に奮闘し、地元愛を語る大人の真剣さにも感銘を受けていました。
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W E B 公 開 · 配 信

公式サイト

「ささっとー」

(読売新聞ニュースサイト)

・11月1日掲出開始

L I N E配信

アースプロジェクト福岡

LINEグループ配信

・11月12日配信（登録者2,800人）

https://sasatto.jp/pro/umimunakata/entry-7086.html

https://sasatto.jp/pro/umimunakata/entry-7064.html

https://sasatto.jp/pro/umimunakata/entry-7087.html

【前編】

【中編】

【後編】

その他

中村学園大学ホームページ

・11月12日掲出開始

https://sasatto.jp/pro/umimunakata/entry-7086.html
https://sasatto.jp/pro/umimunakata/entry-7064.html
https://sasatto.jp/pro/umimunakata/entry-7086.html
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その他イベント
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む な か た 子 ど も 大 学

◼ 企画名 むなかた子ども大学—新聞記者コース／海の課題を取材しよう―

◼ 日時 2024年12月7日(日)9:00-15:00

◼ 場所 福岡県立少年自然の家「玄海の家」（宗像市神湊1276番地）

◼ 参加者 小学生5名、中学生1名、大学生ボランティア2名

◼ 内容 １限目(40分) ：『新聞記者の仕事って何？』

２限目(40分) ：『マイクロプラスチックごみを知ろう・拾おう』

―昼食休憩—

３限目(40分) ：『A3用紙を使ったオリジナル新聞づくり―執筆編—』

４限目(40分) ：『A3用紙を使ったオリジナル新聞づくり―編集編—』

概要

宗像市が主催し、子どもの健やかな成長が保証されるまちづくりを目指して、市内在住の小・中学

生を対象に大学や企業の職員が講師となって、子どもたちの意欲に基づくテーマについて講座や体

験活動を提供。24年度は大学、企業、団体の参画により34コースが開かれ505人が参加しました。

本事業は、取り組みが評価され、文部科学省と経済産業省が共同で開催した第13回キャリア教育推

進連携表彰において、最優秀賞を受賞しました。
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成 果 物 と メ デ ィ ア 掲 出

オリジナル新聞

W E Bメディア

「ささっとー」

(読売新聞ニュースサイト)

・12月10日掲出開始

動画

宗像市地域教育連携室

Youtubeチャンネル

・1月23日アップ

https://youtu.be/ToJWUGuK7Bg?si=4mMXZGXw10OSBD3d

https://youtu.be/ToJWUGuK7Bg?si=4mMXZGXw10OSBD3d

